
 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 6 月 4 日（金）、立憲民主党の枝野 幸男（えだの ゆきお）代表に対し、航空   

連合と JR 連合・サービス連合の 3 産別が合同で、現在の苦境を乗り越え、   

働く仲間の明るい将来展望を拓くため、移動や観光の不安払拭と安定的な支援

を求めました。 

要請には、航空連合政策議員フォーラムの辻元 清美（つじもと きよみ）副会長、

稲富 修二（いなとみ しゅうじ）事務局長、小川 淳也（おがわ じゅんや）衆議院議員

も同席し、航空関連産業の現状について党内に一層の理解を求めました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

枝野会長からは「各産業で働く人材が財産であり、みなさんが将来の  

希望を持つことができるようにしていきたい。」 との発言があり、提言を

受け止め、実現に向けて取り組むとの考えが示されました。 

今後も産業の枠を越えて連携を図り、早期の需要創出に向けて取り 

組みます。 
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右から）島会長、後藤 サービス連合会長、荻山 JR 連合会長、枝野 幸男 代表 


